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＜連絡事項＞
・本日の当直は馬渡Ｄｒですが、午後よりあおぞらクリニックの診察の為、戻られるまでは金Ｄｒが代行となります。
・下記の通り、当直変更ありますので、周知して下さい。
　2/10（月）：深澤Ｄｒ→金Ｄｒ（オンコール：田名部Ｄｒ）

　2/12（水）：金Ｄｒ→深澤Ｄｒ
　2/13（木）：金Ｄｒ（オンコール：田名部Ｄｒ→深澤Ｄｒ）

・本日、第６回法人研修のビデオ研修が17：30～あります。
＜患者様連絡事項＞
・内田　都影様～本日姉様来院し、洗濯代800円（100玉８枚）の差し入れと、単独外出・外泊承諾書にサインを頂いています。次回は１週間後に来院予定、その際財布を持参するとの事。また、電話は控えさせて欲しい、売店での購入は一切させない様にとの事です。
・小田　タネ様～本日外泊へ行かれ、9：47に自宅へ着いたとの連絡がありました。
・千葉　光弘様～ルームシューズ購入希望あり、私物発注しています。納品時に現金で支払いとなります。
＜要注目患者様＞
・鈴木　知子様～昨日準夜帯にて幻聴に左右され、自らの頭を叩き、希死的発言、思考伝播に関する発言聞かれています。継続指示薬の服用を勧めますが、「効かない。」と拒否。対面時には笑顔見られていますが、スタッフがその場を離れると表情硬くしています。21：30には休まれ、今朝まで良眠で経過。本日は切迫した様子もなく、体調について「大丈夫。」と話しています。同室の夏坂　キミ様と話をしていると落ち着くとの事で、作業療法を同じ時間帯にしたいとの希望あり変更しています。
・山下　幸子様～今朝、青風荘の外泊はどうなっているのかと確認してきています。気分の波があり不安定な状態であると自身で話されていた為、進めていない事伝ええると、「先生が行ってみたらと言っていたので行ってみようかなと思って」と話されています。そこに自身の意思がない事を指摘すると、青風荘に対し「抵抗抗がある。」と本心を話されています。日中は特に上記に関する訴えはなく、不機嫌さや衝動行為もなく経過しています。同室者を気にする発言も聞かれていましたが、それに関する訴えも聞かれていません。
・内田　都影様～昨日作業療法を途中退席していますが、本日は問題なく最後まで取り組む事出来ています。他者とのトラブルもなく、穏やかに過ごされています。

・小笠原　文人様～独語や奇異な行動が見られ、気分が高揚している様子が窺えていますが、スタッフからの声掛けには応じる事出来ており、日課やプログラムも問題なく行えています。周囲への迷惑行為もなし。引き続き、精神症状の観察と他者とのトラブルに注意していきましょう。

・滝田　英人様～朝食拒否しています。理由について、朝食を摂らないと頭がスッキリし
て調子が良く、昼頃になると空腹になって食べられる様になるとの事。
ここ数日、不調を訴え不食する事やホールにしゃがみこんでいる事、低

血圧や徐脈見られている為、来週実施予定だった定期心電図検査を本日

実施し、主治医診察時に提示しています。
＜皮膚科診察＞

・佐々木　淳様～デルモゾールＤＰ軟膏１本処方。
・坂本　福子様～ゲンタマイシン軟膏１本処方。
・千葉　光広様～テルビナフィン塩酸塩外用液１本処方。
・成田　富士子様～ナジフロクリーム１本処方。
・原　吉郎様～ロコイド軟膏１本処方。
・松永　勘五郎様～頭部治癒。処方されているデルモゾールＤＰローションを使い切るまで処置する様指示あり。
・三上　勇様～ヘパリン類似物質油性クリーム２本処方。
・山下　幸子様～ヘパリン類似物質油性クリーム１本、テルビナフィン塩酸塩クリーム１本処方。
・夏坂　キミ様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１本処方。
・松川　久雄様～テルビナフィン塩酸塩外用液１本処方。
※他、同処置継続の指示あり。2/20（木）休診の為、次回2/13（木）診察時に２週間分の処方を頂いて下さい。
＜馬渡Ｄｒ診察＞

・佐々木　淳様～現在進めている「八太郎山の家」への退院を本人が拒否している事を報告。主治医からも施設入所を促されると、「どうしても（退院しないと）ダメか？」と何度も確認している。本人が薬の事を気にされている為、退院後は定期受診で処方が出る事、これ以上入院の必要はなく、「八太郎山の家」を拒否するのであれば、他の施設を新たに探し、退院して頂く事を説明している。易怒性・興奮なし。2/11（火）のケア会議にて、施設入所が無理であれば、みちのく記念病院への転院も視野に入れ退院を勧める様指示あり。臨時薬のカルバマゼピン錠（100）４Ｔ→５Ｔへ増薬、他、同内容にて７日分処方となる。
・戸賀沢　潔様～血液検査のデータ著変なし。他者に嗜好品を要求する、盗む、隠れて飲水する等の迷惑行為が頻回にある事を報告。退院の希望有無を本人に確認すると「退院したいです。」と話している。退院したいのであれば問題となる様な行動はとらない様、主治医より注意されている。
・原　吉郎様～時折独語聞かれる事はあるが、不穏さはなく経過。幻聴について確認する

も、「よく分からない。」と話し、詳細は確認出来ずにいる。臨時薬のベル

ソムラ錠（15）１Ｔが７日分継続処方、ピコスルファートＮａ内用液１本

処方となる。
＜安ケ平Ｄｒ診察＞

・上村　みわ様～「腎臓病の薬だから。」とバルサルタンＯＤ錠、オランザピンＯＤ錠の服薬拒否が2/2（日）より続いている事を報告。主治医より服用する様に再三の説明を受けるも、納得されず。診察中も2/8（土）～の４日間で背が伸びるから、その期間だけはどうしても服用したくないと妄想聞かれているが、それ以降は必ず服用するとの事。本日含めた2/8（土）までの２日間の服用については、「考えてみます。」との発言あり。薬剤調整はせず様子を見るとの事。
・沼端　恵子様～中途覚醒あり、継続指示薬使用しているが、薬剤調整せず経過観察の指示あり。手記で「自宅が火事だから帰りたい」と訴えあるも、主治医からの説明には素直に応じている。
・石橋　佐太史様～小遣い帳等の簡単な計算も出来ない事を報告。１桁の割り算や掛け算の問題を出されているが、「分かりません。」と全く解けずにいる。青山荘入所時には金銭管理も必要となってくる為、作業療法で計算問題をやらせてみる様指示あり。院外の歯科受診を希望する発言聞かれているが、今すぐというわけではなく、春頃に行きたいと話している。
・滝田　英人様～不調訴えや低血圧、徐脈が見られており、急遽本日心電図検査を実施し、

結果を報告している。洞性徐脈の診断。主治医直診し、脈56回/分（整）。

特変なしとの事で、経過観察の指示あり。
